
コーヒーの飲用は，14 世紀にエチオピアで始まり，イ
スラム教の一派から布教する際の儀式の一部として広まっ
たと考えられており，日本への伝来は 18 世紀前後で長崎
県の出島にオランダ人が持ち込んだのがはじまりといわれ
ている�1）。

日本でも 1960 年のコーヒー生豆の輸入自由化以降，高
度経済成長期の影響もあり，輸入が急増した�2）。現在，
コーヒーの消費量は嗜好飲料の中で緑茶を上回っている�3）。

コーヒーは，世界 60 カ国以上で生産されており，その
ほとんどが北回帰線（北緯 25 度）と南回帰線（南緯 25
度）の間の「コーヒーベルト」と呼ばれる帯状の地域で生
産されている。味や香りが原産地に由来することから，そ
れぞれの国や地域，出荷港を冠した名前がつけられている。
そのため，コーヒーの市場における価格の定義には産地が
非常に重要視されている。しかし，コーヒー豆の産地を判
別する方法に関する報告は少ないのが現状である�4-5）。

農産物の産地判別法の一つとして，微量元素によって，
茶�6）�やワイン�7）�などの産地を判別する方法が報告されてい
る。そこで，コーヒー豆の微量元素を測定することで産地
を判別することが出来ないかと考えた。

日本へのコーヒー輸入量は，ブラジル，コロンビアで約
5 割を占めている�8）。このことから，試料としてブラジル
やコロンビアとその周辺地域を中心に，コーヒー豆中の微
量元素の含有量から産地を判別する方法を検討したところ，
可能性が示されたので報告する。

実験方法

1．試料
試料には，産地や農園が明らかなコーヒー生豆 8 カ国

50 試料を用いた。その内訳は，ブラジル産が 15 試料，コ
ロンビア産が 13 試料，グアテマラ産が 7 試料，エルサル
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バドル産が 2 試料，ホンジュラス産が 4 試料，ニカラグア
産が 4 試料，コスタリカ産が 2 試料，パナマ産が 3 試料で
ある。

2．硝酸分解
各試料 0.5�g に硝酸 5�ml を加え，130℃で 2 時間，高圧

分解した。その後，分解液をすべて 50�ml メスフラスコに
移し入れ 50�ml に定容した�9）。

3．装置および測定
硝酸分解した試料を ICPS�1000 Ⅳ（株式会社島津製作

所）を用いて Mg，Ca，Al，Mn，Fe，Zn，Cu の 7 種類
の元素を測定した。

4．統計処理
統計解析には，SPSS�ver.22（IBM 社）を用いて判別関

数分析を行った�9）。

結果と考察

産地ごとの測定値をもとに，微量元素含有量を測定し判
別分析を行った。まず，中央アメリカのグアテマラ，エル
サルバドル，ホンジュラス，ニカラグア，コスタリカ，パ
ナマの 6 ヶ国で判別分析を行った結果を示す（Fig.�1）。
求められた判別関数係数は以下の通りである。第 1 判別関
数＝0.922938×Al，−0.75924×Cu， 第 2 判 別 関 数＝
0.50118×Al，0.725642×Cu。散布図の横軸が右（＋側）
あるものほど Al の含有量が多く，縦軸が上にあるものほ
ど Cu が多く含有していることを示している。それぞれの
国では判別正答率は 50％，交差確認値は 41％であった。
なお，判別正答率は全ケース中の正しく判別した割合であ
り，交差確認値は交差確認とは判別関数の良さを検証する
方法の 1 つである。1 ケースごとに，そのケースを除いた

データで判別関数を作成し，除いた 1 ケースを判別する。
この作業をすべてのケースで行い，最後に，各ケースを正
しく判別した割合を求める。その割合の値が交差確認値で
ある。中央アメリカ 6 ヵ国の南側コスタリカ，パナマ，ニ
カラグアのプロットの重心が比較的に接近していたため，
南北の 2 地域を中央アメリカⅠ（グアテマラ，エルサルバ
ドル，ホンジュラス），中央アメリカⅡ（ニカラグア，コ
スタリカ，パナマ）に分けて同様の解析を行なった（Fig.�
2）。求められた判別関数係数は以下の通りである。第 1 判
別 関 数 係 数＝0.874258×Al，0.74381×Fe，−1.0485×Cu。
その結果，判別正答率が 95％，交差確認値は 81.8％で
あった。このことから，中央アメリカの近接した産地での
判別は，南北の地域にわけて行うと高い確率での産地判別
が可能であることを示した。

つぎに，コロンビアとブラジルの 2 ヵ国での判別分析の
結果，第一判別関数係数＝−1.46684×Mn，1.464217×Fe，
0.43545×Zn。判別正答率は 100％，交差確認値は 92.9％
であった（Fig.�3）。コロンビアやブラジルのコーヒーの
産地は点在しているにも関わらず，Mn，Fe，Zn の 3 つ

Fig. 1��Scatter�diagram�of�trace�elements�concentration Fig. 3��Discriminant�analysis�diagram

Fig. 2��Discriminant�analysis�diagram
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の元素を測定するだけで 100％の判別が可能であることを
示した。

最後に，中央アメリカの 2 地域にブラジル・コロンビア
の 2 ヵ国を加え，同様の解析を行なった（Fig.�4）。散布
図は横軸が右（＋側）あるものほど Fe，Cu の含有量が多
く，縦軸が上にあるものほど Mg，Mn が多く含有してい
ることを示した。第一判別関数係数＝−0.0249×Mg，�
−0.80886×Mn，0.861378×Fe，0.499245×Cu。判別正答
率は 68％，交差確認値は 60％であった。

測定した 7 元素の内，判別正答率の高い元素の組み合わ
せを示した（Table�1）。コーヒーの判別においては Mn が
重要であることはこれまでも明らかになっている�10）。本研
究においても，Mn が含まれる元素の組み合わせで正答率
が高いことが示された。

これらのことから，中南米地域のコーヒー豆の産地判別
には，Mn，Mg，Fe，Al，Cu の 5 元素を測定することで

高い判別正答率が得られることを明らかした。
本研究により，コーヒー豆の微量元素測定による産地判

別の可能性が示された。
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Fig. 4��Scatter�diagram�of�trace�elements�concentration

Table 1���Discrimination�accuracy�rate

Region Central�America�I・II Brazil・Columbia 4�areas

Element Deternination�
rate

Cross-
validation

Deternination�
rate

Cross-
validation

Deternination�
rate

Cross-
validation

Cu,�Fe,�Al 95.5 90.0 82.1 82.1 66.0 64.0
Mn,�Fe,�Zn 72.7 45.5 100.0 92.9 62.0 54.0
Mn,�Fe,�Zn,�Cu 81.8 81.8 100.0 92.9 64.0 58.0
Mn,�Mg,�Fe,�Zn 72.7 54.5 100.0 96.4 58.0 54.0
Mn,�Mg,�Fe,�Al,�Cu 95.5 90.9 96.4 92.9 68.0 60.0
Mn,�Mg,�Fe,�Al,�Cu,�Zn,�Ca 95.0 81.8 100.0 92.9 70.0 58.0

Fig.4 Scatter diagram of trace elements concentration
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